所在不明児の発生にともなう職員の対応について
1. 通常の勤務時間内に発生した場合

1） 捜索に関する指揮者は、発生時点の児童の担当職場の責任者とする。

学園の場合は学園長（不在の場合は学園での勤務年数が最も長い職員）、学校の場合は主任教諭。
2） 指揮者は、直ちに学園内各部門の応援を得て、動員が可能な職員をもって所在不　　　　明となった児童の捜索にあたらせる。

3） 発生直後の職員の捜索範囲は原則として別表に定める範囲とする。

4） 指揮者は学園にとどまり、情報の収集および集約を行い、時間とともに記録表に記載する。初期捜索段階の状況を学園長に報告するとともに、次の捜索段階の準備（打ち合わせ時間の設定、必要に応じて公用車の確保）を進める。

5） 発生が確認されてから周辺を捜索しても発見できない場合（捜索範囲の1段階、概ね30分を目安とする）は保護者に連絡をとる。保護者の意向を確認し（保護者と連絡が取れない場合は学園長判断による）、昭和警察署（生活安全課少年係：８５２－０１１０）に捜索願を提出する。
6） 指揮者は、捜索願提出後速やかに学園長および関係機関[児童相談所、保護者、学園・学校関係者、交通機関の駅（川名，杁中、八事等）]に連絡する。また、対応策につき、学園関係者で協議する。

7） 捜索願提出後、通常の勤務時間を経過してもなお、所在不明児の発見ができない場合、指揮者は本件を夜勤者に引き継ぐこととする。ただし、状況により、指揮者が夜勤者による対応のみでは不十分と判断した場合は適宜対策を講じる。

2. 通常の時間外に発生した場合

1） 夜勤帯または土・日曜日および祝日等に発生した場合、捜索に関する指揮者は学園での勤務年数が最も長い職員とする。

2） 発生が確認された場合、指揮者は直ちに学園長（不在の場合は副園長）まで報告し、必要な指示を受ける。次に、学校主任、児童相談所の宿直者に連絡をする。
3） 発生直後の職員による捜索の範囲および捜索願提出までの対応は１．の手順を参考とし、職員の勤務実態に応じ実施する。

4） 発生に伴い、指揮者が勤務者の応援を必要と判断した時は、学園長（不在の場合は副園長）に連絡をとり指示を受ける。

3. 所在不明児が発見された場合の対応について

1） 職員が捜索中に児童を保護した場合は、直ちに学園等に連絡する。

2） 連絡を受けた指揮者は、協力を要請していた関係機関に速やかに連絡をする。

3） 児童が発見された場合またはその所在が確認され引き取るときは、原則として学園へ戻る。ただし、児童の状況により直ちに学園へ戻ることが困難と思われる場合は、指揮者は学園長等と連絡・協議のうえ、必要な措置をとることとする。

4） 児童の引き取りは、必ず公共交通機関、公用車または、タクシーを利用して行うこと。自家用車の使用は厳禁とする。
5） 児童の引き取りが夜勤者に引き継がれた時間帯となった場合、夜勤者は学園長（不在の場合は副園長）と連絡をとり、その指示のもとに必要な措置をとる。

4. 所在不明児の帰園後の指導について

児童の状況を踏まえ、複数職員で聞き取りを行い、発生状況の把握をする。ケース会議を開き、今後の対応について協議する。対応については、子どもの人権について十分、配慮する。
5. 報告文書の作成

発生部門の担当者は、本件解決後に発生から顛末までを簡単に要約し、決裁をとる。また、所在不明の状況が長期にわたるときは、適宜、中間報告を文書にて行うこととする。

6. その他

この要領に定めのない事項で、重要な判断を必要とするときは、その都度学園長の指示を受けることとする。

7. 実施の時期

この要領は、昭和６１年７月２日から適用する。(平成２４年１月改定)

（別表）捜索の範囲

　
　１　学園内および学園周辺（園内、学校エリア、センター内、ヤマナカ、川原神社

　　　　川名公園）

　　２　イオン八事店、三洋堂、ゲオ、ブックオフ等人の集まる場所

　　３　地下鉄駅（川名、杁中、八事、吹上）

　　４　散歩その他で行ったことのある場所、自宅方面、子どもに土地勘のある方面
　　　　　５　以前に同様の所在不明があった場合は、動機、同行者、方法、道順、発見場所な

　　　　　　　どを確認して対処する。　　
暴力事件発生の場合の対応について

1） 暴力を発見した職員は、大きな声で全体へ知らせ、応援を呼びながら、直ちに制止、引き離しをする。可能な限り複数の職員で行う。

2） 制止、引き離した後、個別に居室、静養室、自活等へ入れる。速やかに園長、心理、看護士等の他部門へ連絡を行う。
3） 被害児童の状況を確認し、必要に応じ通院する。緊急を要する場合は救急車を手配する。緊急度が高い場合は保護者へも一報を入れる。

4） 発生当時の勤務者で対応し、個別に複数職員での聴き取りを行う。聞き取り終了後、個々の話を照らし合わせ状況確認を行う。被害者、加害者とも児童相談所、保護者への連絡を行う。必要に応じてもっと早い段階での連絡をする。その場合は園長の指示を仰ぐ。

5） 学園全体で対応検討会議をもつ。児童への対応および再発を防ぐための対策を協議する。対応については子どもの人権に十分配慮する。

6） 個々の状況に応じて、振り返りプログラムを作成し取り組み指導する（一時保護所、自活・自室での個別対応等）。

7） 園長面接の後、必要であれば再度、今後に向けての協議を行う。

8） 児童を通常生活に戻した後、報告書を作成する。

＊夜勤帯に発生した場合

　１）～３）までの対応を行う。必要であれば応援職員を要請する。４）以降の対応については、翌日に行う。登校については待機とし、朝の打ち合わせで協議する。学校へはその旨、連絡を入れる。
